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欝鎌県小登島の放射能強度について

佐藤叢昭承　鈴木療輔＊　丹治耕欝紳

　　　　　　　　　　要　　旨

　小豊島の地質はヂ花醐碧類を基盤としで，その．1二に禽

彊縦」）土蕪三層群（申新・雛），あるいはそれよ1二）も新しく

各種火1媛岩からなる講岐層群が広く分布し．ている。従果

の他地域における資料から嚢爽推すると，本地域の地質条

件はウラン濠期イ遡台に量巌しているので，特に花鰯岩・類，と　L

記曝群との境界付近麺。蕊、薫をおき，試錐調査を・淳なう放

射能概査を行なったが，放射能異常をみいだすには至ら、

なかった。

　’今回の調査密度は轟全体の面積範対し．てかな賛糎いも

ぴ）で掛建ね鳥ダ）北1籍部に存姦するややノ牧射能の高いベグ

マタイトを禽む蓬繍岩の1灘辺における今後ぴ）調査が鰍ま

撫．る。

翌．繕　　蓄

　文献によれば，小蔓島に分布する土庄層群（中峯1潔1下

部）はその基底部付近に醸炭を伴ない，花醐岩類が三纂盤

岩となつている⇔また各種火山岩や1ノく由砕屑岩からなる

隷1岐層騨（中葦ヨ黛批．療蔀）は一部に湖成1曹を挟み，花醐：岩

類や二i二庄層i群を1養つている⇔こグ）、1ごうな地質条件は，従

罪鞍知ら浜』ぐいる獲曇．地域のウラ轟ウム・フィールド勤の歪也

質と良く似て1おり，本地域にも含ウヲン堆積層グ）存在す

る可能性が強いので，これを維めるため菌．上地理院発行

5万分の遺地形麟による敏射能強度分布グ）概査および試

婁准薄叢査を孝矛なった。

　筆者らの調査は，讃岐層群が分布する島の主部ないし

東部の，特に同層群、ヒ花醐岩炎馨1との境界付近範璽点をお

き，一部iづ．／lび輯灘羊も1講査対践蒙／こ．入つている。なお二iづ艶／膏

群を奮む、鶏の茜部地蜘華こ，春城溝之助技嘗が調査を担当

している（第IL鑓）。

　調査．員、および調査期間は次の通りである．

　地質損当；　佐藤良昭・
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欝州県小1、騰の放射能強魔紅ついて　（佐藤良昭　鈴本1蓉輔　丹澹雛l！ず）
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　　　　　　　　2台窒G工’一2　摂放身寸倉旨桑舞葺離轍i台趣

　使用測定器は故障が多く，バ顔謝であったのはTCS畦雛

梨工繋｝薪）ろ丸であった韓

　本窯周査．を孝テなうに　 たり資絹の閲覧を許吾ぎされた雌蟹ギ・

燃料公社，現地でいろいろと御咽1講になった高松鴬林

署，香川県鳶二葬鮫川県’、卜豆郡一雛鐸芽7ヒ謙liサ長マ糞集溝助／黛

をはじめ関イ系自『の皆様，むに厚・く織螺一を聯し 1二げる。

露．位置および交通

　／」、豆、鴨は岡繊 市の購．棄35／くm警誰．静公彗ゴ逆）卵癒、蓑熟鮮灘km

の瀬　ず内海頃1端に凌）り， 東西約　2（｝k燃，i薯ゼ驚　懲k撚，淡

路，賠に≧欠ぐ瀬／複般淘籍2番琢1の、鶴で　う葛鶯

　磁柔都“市との　鮮逓は一蚕四べて痛・／逡に、よるが，i翻薦奏市との往

復が歩頁欝≦であり多その糞紅岡1．1．ヂ酸・下誌鳶ギあるレ・は阪神が

面との連絡も審恰便利である，、

　、鞠勺の主要道路は海1・に沿磐難濠乏逆路と康藤の横断遵

i絡がもるの避ズざあるが，　バスの｛更1よ麟二鰹難艶窃、箋い難

講．地　　形

　試韓、1為に碍びi袴癒が蕪鳶く警lll娠奪毎薪美から1藍麟嚢、控之、たって

ヤ・るQ　l地形的1には馨地滅1コメ1別され，火山孝欝楽犠の発遵郵一

篠、鶴の．鉱期励、1・　翼デi三にかけザぐは麦憲1杉急、i唆で，殿高点1，，、／票

高8絡，6儀調）緊ヶ城出であ貌

　1薫部幡ここれに彰廷べ終爵堕）なノぼらかで，闇『第馨己ぎ、）分づ窪∫

する．驚半部慰二ほぼ3〔）ξ｝瓢以下，火虞嚢や花縁岩のラ卸奮

する南滋給劃箕でも1票蕩ぢ1（）1擁難以下の爵々Fうζ若罫森蓬　）にす

ぎない．

　粒丁絹はいずれ、も／卦さく，1藤二ちに漣勢ヂ1彗梅i／こ重蝕ぐ礁

虞．地　　質

　本地域の地質に関｝町る最新の驚料としては，晒川県地

質隊i（1Q万分の！）ジ1難よびそ一の、，5琶弱毒欝（ig鞭～）が、〉恐、、

／ヌ下翅三ノ鷺の露己輩蛾よ・こ才もに至驚ウて㌧・讃）Q

　、本、賠には、黛蒐雲趨ニマぢ崩盤1（中！ニヒ手糠末獄いし、！蒼羅 孫己にま熱

．入したといオ．れ，る中羅1荏1網景　曵）が／』宏く1分・看∫しぐ茎、1雛裟を

なし〆量その 1、にはソ導1げ湯灘1・ブ鶏ll石・麟愚不軒、華、がらな『　駒i皮

層群が広がウているぴまた，縣の北西部には洪積難iに覆わ

れた・擦1層蓑羊（中新翌、ヒ）がラン布1、、シそのギ甑鱗糖譲或讃　嚢

　　＞る変成粘窮石や変成塩集性火疵岩類が蕎在し，自

いい輸給難識，蟻家花簡岩奪欝）花簡閃緑岩やe・蔭緑岩がみ

爵れる“

　土鷹屡篶輩　／・謝騨5（｝酎隻50裏鷺’泣で肇　臨1毎麟と1滑詩講妻・轡

分
．
ヒ
下 黛層に1分かれる“磐墜懸く層は花醐質1の中酬鰻賀爾》

岩を二言、鑑とし／窪 慕1．民に1近く礫燃霞となり旨シルト岩ととも

に数枚ぴ）1鍛懲妾懸藩葛拶之を柔央む。1覆質1物1舞か穿漣よ’1ξ痘彰瞬ヒ1石か

／蒙し，下部中新li．i二を懲　卸と㌧・ろ“

　本1鱒は変成古生弄　φ花嶺岩と 一・部不整含，大部3は断

／　i難｛系で！妾して㌧・葛G

　讃岐、懸舞　酸性ないし塩基性の欝織火山岩の熔岩お、、／て

　貫　～凝灰角礫岩からな犠、隷雲母醸齢書レ土ll層

群を不讐　鍵に覆っている，湊その地質時墨代奪、業鮮菊f世との説

もあるが雰壕麦銭隼1馨縦蕪とする縣

　な素譜購鷺図の雄薮繹コ薄ミ翼無鱒は1警葺購斗圭憲’質1灘を貿紬格イヒ1，，た

ものである。ただしノ，潜岐鎌筆最下部o；蟻樂岩べ総嗣岩質をレ

；審イ鎗レび凝灰ll顎沙岩・灘岩の覇玉1、奪蝋難薦らが特に1類1愛碓た

ものである鳶この蒲／！韓は二l　t層ξ羊の最下部と対ナヒしノ得茅

翼鹸驚朝三も存すそ）がう　，鼻だ繁野1料が充分でな㌧・ので，一…／、碁2

ノ
．

）に分けて．駅践・ノ、二9

灘．放射能強度分布

　餐　ギらの1縄薫難il擦「1手餐，飢笠．に1氾し！た、ように，鶴の．il謡駆ない

し〆．蒙部てヨ、彰悉が，　無地ゴ或を瞬じ／宥度で津3おうことξよ欝饗ぐ

ビ毒に掛馨彗禽慕であ〆二轟ゾ、乙。

　このため，調査の璽、燕を　岐層鮮と花騒岩類どの／簾

合部に．慧き，その露’鰻，こおける地質柱状と放射能強度を

測1竃す蒸寿凝まをとノニ）ノ≧ゆ潔繋もな瀞1｛、1、賦は1窮　黛　図に多そ

の馨搾敦こ†　｝評る瀞i定騨識騒よ揚13　欝i（匪）酎（LD　に嚢し

て一吾そ）、ン　使用測定1饗が才豊もに　TCS…烈鷺鰹！シン　ーレー

シ蕪ン・サ・一ベ…メーダーであるので，　放射能強度は

鰍・爆で糞わ1、、，一禽部はガイ．掛一一カウンダーに織賦薩

分問の方ウン1・数も記1一、て。軽る。’
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　本地／窯のf器1石のが《勢｝倉途で、冥鍵ぎ常と・みられ、るものは雪

⇔．1）3（）瓢r／h窯　を示一ず花1読霧類と撃　（），⇔3酬（｝．026獄罫／致

を承す泥然｝でご　）“この部分の一檬郭について塵試錬いが騰奪
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感レ 一（．給5）



㊥⑯
1

　　　◎
（ノ＼

　㊨、
＠

◎⑭
8

　幽、　窃　歳　！ノー｝、〆＿Nげ必

☆欝蒙

欝〆

　距プ髪

蕪欝嶺轡．遊．㍉

ζ舜

！、

陣
o鱗
㌧4

漕汽

ハ。

へ奪

籍◇

’“

俄．♂、、」　　／嘲1丁㎜r

　　　　・⑳

＿一．、一　　　、簿！

　　　複　・／　　　＼☆！
　　　　懸

＼・、〆

▽

、ご韻



幾

、
、
、
「
一
つ

幾
〕 瞳

鎗
ξ

ll

i
『

…

1

… セ

コ



静鐸

四、、

ご）‘1／3》

上．

し
§

躍上÷Ll
孝

窪

し、

卜
簾3網（・り

地質調査瓶遡報（第17巻鑓2階）

義亀隙
／鞍、欝

「

欝〆5

欝「』θ

撫’慰

500壷

欝o～
5解

蕊～．。
『

　翫1

鰐傷

、

『

1
㌧一…讃δノ7

f

」

‘つごンノ5

刈

…景ロ／こ部碑礁磁薫．

　　　　釦？　　饗聚　瓢訪3、’

・㌔～一畿つ償

粥3鋼（8）

上亭

　‘lo雌

．超1葦

粥∫

第3藪（γ）

騒…G醸）



番川県小弦島の放麟能強度にっいて　（佐藤良昭　鈴木泰輔　丹治耕鳶う

、蜜．8ノ

　　　　　摺勃

～話1

　　　ト　　　｛
　　　セ
　　　§

　　　…
　　　／『P

轟3／7

、

ξ
「

j
l『『油隔　ぜ一｝

｝

f　

一r一薬捻∠露

略㌍・駿θ／7

・一一‘～βノ，ア

　蹴9／θへooノ！

　鷺o灘

臼
じ二l

El3

瓢
口
1一コ

幽
fL碧

駿コ

潔0，87

〆説碧

託軌・・i

轟欝届

蕪歳陛　～

捻蔚津3～oo、当ゴ

鑛3図（貸）

鱒鴎

‘1轟鴛

予　自曇
玖

ξ2乱7／4

忍薦2

濁ヂ〆

撒ぶダ

第3鐵（雛）

爵／鷲ズ。

謀響ぐ㌶！ビ

ぎ／ど泊5ど鷲／擢

！｝溜維　5（7“顯諭オ（雑7爾

溝～綻‘∫／爺驚7ぎび孝謡3♂ご濯7繊

‘￥7び／・ぎピざ〔掌！7認ぎゴ鍵／7ξヂ

ρ6づ々紺ボ騨蟹緬胱鞭7ざ署

漁澄パ　ピμザ瀞／響ボ‘Y鎗

ピ‘、・拶、　渉かどごご！α

鷹／ダペ烹躍撫

llコ　撫認轟β

團　ご鍵ケ澱α♂撫潜

篇コ　ぴ摺劉／緬野ケσ躍厭浮α轟謙〆譜認鍵

　　　　ぴ俘ぜ耀ぶ謡㍑／欝3σガ嘉驚ピ欝澤擢

醗欝　翻撫際／～認酸謙グ牝溜ぎ4ピ諭灘、蟹／7轟滋鳶／躍翻雇

　　　　戸認匝か擢3ご翻紹面騨群・ぐ～撫

　　　　　　　策巽’羅　（l／～（li）凡で垂罎

纂礎蘇購

4叢一一（ユ（）嚢）



織質調配所月雪輩　（篤搾巻　簗2蓉う

§、　　書式　叢麹　藩密　集

　　　　　　　　サトン／ダー2　1こ．！＝1ラ　ニ　　　Tで斥な2）｝汽，

た。

　嵐・響二牽戴審推は．1二紬讐∫1簸捗！建窃酵ざ湖！の 1、弩、，嬉叢泉イ寸∫猛ヤ　タ、樋為／

た。ここ霧1匿、緩星．の償三1灘1裟　、（）、（ラ3（／灘r／払’1特f二憂、蟹づ数すもの

オご、ナ鱗，　しカ、も1讐憩『をム員．ノてレザぐ，　そグ）1二．1，　i諮ぐキ嫉凄疑

寿．紀。／鞠槽鵡濤藩裁リラ1　　》圭』也催む、眠雄虞ろウラン準1騨）珪／溝台／こ擁乱

、謝・絆をラ糞すも賦）、ヒみ、ら悉、、るか）である薙

　1蟹ノ蔓2i．8憩Ψ蕎慕類盧／ご郵蕪聾，　2雌瓢で雀屈．llニゲ）て、む父身寸負転

1検！漕遺鋒犬煮った治｛，1欝．1戒に1辮’勘を楚紅じた孟二め中．羅．しし、㍑難

後：貨群瀦．鷺・1寅1戴した離　鞍頓こ，フ藁～・フ“が191寵　／　ヨし、か降

1飼貫㍉　こ江窮耳範縫iて翼よ妻セ黛寸倉琶異？簿ズ痔肇1町轟柔しなし弘っ敦こ（鐸暮4

図）。

、1．．墾

肩
◇1

目
目ま

国．『、尋

l　i！

目i
目1
自…
掴判
l　i　i
　　　き
門絹
r嶽
i…劉

i　　i　i
　　と　　　き
　　コi　l專」

□l
l肩
日l
l□

則
．
マ
T
l

　　　I

f響『
　1　鮮鷹
　1烈ご
　1　　ご設えy
　§

　ξ

　1

　干『｝｛一一｝一｝㎜T

　i
　　　∫　　　葺鐵　ず

　1
　　　！躍汐〕 辱ろ，ヲ6L．自じ、喪、？

　を　ぽ　コ　l

　l

　・i
　T 噛｛『『鴫『…隔 一㎜自丁胃 一　㎜隔 ゴヤ『

’
、
』ヨ　コ

脅　　　　1
、／　l
さ＼　i

ン／i

　＼
　　ノ　　　　　　1置　　ノ　　『

　　　　　　コ　　　　　　i’
　　　　　　

　　｝

　　》

　　ご

消ノi
l糾r
Ll叢1
圏烹翁
l　l　l

l・綱

目1

建調

±．

　…　　　　　1
　羅憂㎜㎜莚蓋議蔑蒼1

雛じ孫灘蹴誓需嘘l
　l（節レノぐ灘　　「

　レ葱一マ憂塑茎薫二1二1

　際一階舜羅一屑

1甕瓢驚響1剖

臨ド塗　　　　置

　　　　i

l
i
l
l

…

㎜一曲i

一　・十』勉塾編司

　　　　　　l　　　　　　　　l
　　　　　　l　　　　l
　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　1　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　ド　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　フ　　　　　　　壱　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　｛　　　　　　　　

　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　　　　コ　　　　　　l　　　i
　　　　　　l　　　　　　　　　i
　　　　　　l　　　　l
　　　　　　し　　　　　　　　　　　き
　　　　　　l　　　　　l
　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　1　　争　　1
一

瓢
…
　
　 鰍1　　＿＿　　l

　　　i鉗一「　窪隔一”「

L観＿」＿．L＿辻．＿㎜＿．＿＿．、＿＿．』

　　　　　　馨霧　薩　欝1　　生筆　覧 i隻こ書一．罫こ’辱こ　　1餐鵯

胃納幅一醤

　1

　τずへよヤ

　l

　l

　サ
　l

　l

　l

　｝

　l

l幾i

　l

際
　ハ　　　 　　

　＿　くy／一載羅一溢も‘轍ン唱

　ぬドぽも

r　熱懸

…

　l　　　　　　　l
　lド痙＿甑軌叢　 コ
／1＆，、、　　1

・
／〆l　　　　l
　　　　　　　　げ　て　　んセぬ　ミ

　　　　　　　　ー㎜「

／　、

目
i馨l

i　－　　　i

　　…
　　r　　し　　　　ア　き　　　　で

i　i

目
　1

目
旨唱

　l

　　l唱
　　し　　　　コ　ヨ　　　ヨ

バ…1’

棺
　…

烈

　　ゼ　1
　！　1
　　＼，、．　　i

　　　＼蒋1

　　郵／　 i
　ノ　　　　　ミ

　！　　1
　〆　　　1
陣戸＼　　1

＼
一
郭 1

　　＼　1

！ノi
　誘　1
　ノ　　　　ヨ
／　　i

く　　　　1
、　　　i

　．，卦　’　1

較　　　　i
＞　　1

　＼、　　i

ド「
＼

∫

、

　Ψ
釈／声

＼
、
．

ゼ

！、、

（
寂、、

　2撃読、1式鋳熱よゴづ一蓉驚高雌ヒ季蔭艶鑓“旺三、慰1施しノノ≧ひここ二善ご／よライ琶

熱1棄、｝を毒、繋盤きとする、1づ1招轡、群ジ擁凱1部付，1，雪に，　遜…言の1放射

霧ピ強縦（）．o至．3～o．（）疑3難r／無　を趨，える　⇔．嬢書3～⇔，（）、副6呈職r／

至浸）泥岩が認め1三、漁．たためであ崖．〉。

　1試鋸1擦主）i犬1鶉（｛響f5図．）に」総1㌧才もノ雌、緻り，勲Lお乞荏蓑奮奪　綬

蒼∫審，鷺銃霧・渥砦韓）姦　，　夢ら砦、讐妨らなり，　1讐耗碧3・窪類

｝
（
ご ．義鷺雛に繁鑓叢，　36，暮雛で雛llLグ）た。　1放脅寸霧旨捗／の摩吉、繋

は，豪尾ゴ揖期三力ζ慈舞審藷3、．！＝りもぺつべi薪㌧・繊1を雰置しノている治ζシ

〆1ぎ韮嘗、とまで1よい㌧・イ茸毒、い9

1窮　5　騨i

　この援ぐ至勢い1敏藝雪旨弓叢／．鷲をノ。くす、臼ノ』臼ゆピ景糞3無iに／）い

て化学分析を行な・たが（分耕1化学課〔羅月常・ム披i），

＼ずれも　u暮（）彗（）．〈）o（）％・で菱、）った。

㌢．結 護

　文献に、よる小配誌の地鋤1犬況は，堆積妙ラン鉱床の

濃溝台に嬉論鰐二の」易拶罫と塔激ら才したゆ　こ4）たグ）7餐、デノ）ゐ改li縛甫旨

チ嘗二分・講矯周婆蓬をテデない，　ll寺に数i、上・踏纏璽ジ）麹ξりの勇薫麹・こ二

とも／窓倭銀さ才Lたの一ξラ1試錬1髪，澗．査もこオLに旗雌つっゾ＝二恐

　ま癒表慌畷査1・よ，　島疏）三熟識‘お．よ群襲部に分矯∫する火1舞禁弄

　　火出孫票屑楚楼嚢と灘驚1醗婆　　る花1灘菱雛磯，との境、界・縫謎董

に璽、ぜ、髪をおいて寿父膏寸看鐵llヒ蟹行ない，1試錐．i調査1は，　簾盤三

磯6一く難（））



二欝川！羅弓・3額，購の鳶父射倉蹴i薫乏鷺ξこついて　 （慧三藤篤昭

岩のl！、！l所，およびやや放射能の篇い泥岩を奮む第三系最

下部付近の2簸＾所において実施／，ノたが，いずれ，あ放射能

、異’常を糞忍めるに／よ薫薫らな治識ったΦ

　今回の調査は，地形的悪条件窮）．．i二二にiヨ数も限られ，そ

の透清臓：幹むよ写鋤分とシよレ・》・難三㌧・Q！時観、鶴鵜）、廉蘇餐の蓉引醗鷺で奪筆　麦，〉

る秘梼よネ畠臓泰覧猛に／よ警　≧曇．l／也の，辛灘麟盤三を、鴛して藩ま墜駕～許懸《射慮琶

が1蕎い（）．〔）3（）mr／h前後を示すものがあり，この方熊1に

おける火111砕屑岩類の基縢部付避ヱの調査が残っているΦ

ノ’｝治緋齋）

文　献

，D　　灘二舞騰冬（慧婚2）l　lし／、万ランの亙．潜君B，竪圭繊ノ霞コ灘§憲、よひご

　　　　　　　　　その霧鄭舅譲享“

鷺）　．　　　　　二・／壕右避熔義料磁＞肇i二q、9乾瀬）1　ノ」骸嚢擁・患／繊、

　　　　　　　　　ウランi鉱購ξ41馬発妻鑑．鮮、よごデ癬鷺溢・1三矯多逢の

　　　　　　　　　　　　戴客山．1也！霞食　v（＞至．L礁，　三・礁．（33

そ（ノ』〉飽，　原一芋喫然｝｛嬉公・憂難の．凝公表資料を嚢ゴ讐にし，ーた。

4箔一ぐ鷺，煎）




